
様式１

高知県立大学

数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（応用基礎レベル）

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

大学等全体のプログラム

新規申請（応用基礎レベルの既認定無）

学部・学科によって、修了要件は相違しない

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

「ITリテラシー（2単位）」、「データサイエンス入門（１単位）」、「AI概論（2単位）」及び「プロ
グラミング基礎（2単位）」の合計7単位を修得すること。

⑦プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 4 科目

7 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 ＡＩ・DS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9
数学
発展

AI応用
基礎

データ
サイエンス
応用基礎

データ
エンジニアリング

応用基礎
その他

ITリテラシー 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス入門 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AI概論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プログラミング基礎 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会調査論 2 ○ ○ ○

情報処理演習 1 ○

地域看護実習 2 ○

健康管理論 1 ○ ○ ○

疫学 2 ○

総合看護実習Ⅱ 1 ○

地域の健康と看護 2 ○

社会福祉調査の基礎 2 ○ ○ ○

福祉研究法入門 2 ○

地域公衆栄養学実習 1 ○ ○ ○

健康情報論実習 1 ○ ○

モデルカリキュラム対応状況

Ⅰ Ⅱ

（１）必須科目（プログラムを修了する
ために必ず履修しなければならない科
目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずし
もイコールではない

（２）選択必須科目（プログラムを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）

⑥ 修了要件

① 申請単位

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和８年度申請用

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ プログラム履修必須の有無



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-6

統計数理、確率分布、正規分布、推定、検定、線形代数、微分積分

1-7

アルゴリズム設計、計算量、探索、最適化、数値計算

2-2

データ表現、構造化データ、非構造化データ、特徴量、データ形式

2-7

プログラミング基礎、Python、制御構文、配列、関数、ライブラリ

1-1

データ駆動社会、データ倫理、AI倫理、社会的影響、プライバシー

1-2

分析設計、仮説設定、因果関係、評価指標

2-1

ビッグデータ、データ基盤、データ処理基盤、データウェアハウス

3-1

AIの歴史、AIの定義、技術変遷

3-2

AIと社会、倫理、バイアス、説明可能性

3-3 機械学習、教師あり学習、教師なし学習、モデル評価

3-4 深層学習、ニューラルネットワーク、CNN、RNN、Transformer

3-5 生成AI、GAN、拡散モデル、大規模言語モデル

3-10

AI構築、モデル開発、学習、推論、運用、MLOps

Ⅰ

データ収集、データ加工、データベース、クラウド、API、データパイプライン

Ⅱ

課題設定、プロジェクト設計、データ分析実践、可視化、意思決定、評価、改善

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

本プログラムを通じて、学生はデータサイエンスおよびAIの基礎知識を体系的に理解
し、統計学・数学・アルゴリズム・プログラミングを基盤としたデータ分析能力を身に付け
る。さらに、各学部の専門分野と結び付けながら、実社会の課題に対してデータを活用
した解決策を設計・実装・評価する力を養う。加えて、AI倫理や社会的影響への理解を
踏まえ、分野横断的に技術を活用できる判断力と実践力を修得する。

授業に含まれている内容・要素

（１）データサイエンスとして、統
計学を始め様々なデータ処理に
関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積
分）」に加え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログラミング
基礎」の概念や知識の習得を目
指す。

（３）本認定制度が育成目標として
掲げる「データを人や社会にかか
わる課題の解決に活用できる人
材」に関する理解や認識の向上に
資する実践の場を通じた学習体験
を行う学修項目群。応用基礎コア
のなかでも特に重要な学修項目群
であり、「データエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活用 企画・実
施・評価」から構成される。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やビジネスの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
運用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。
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